
‭東京外国語大学留学生支援の会‬

‭令和6年10月幹事会議事録‬

‭日時　　　令和6年10月20日(日)　　10時00分～12時00分‬

‭場所　　　東京外国語大学　国際交流会館1F連絡室　　zoom会議併用‬

‭出席者　‬ ‭谷、甘利、野口(司会)、井上、小平、高橋、佐久間‬

‭勝又、阿部、大谷、山根・・・オンラインにて‬ ‭　　　　　　　　　　　　　以上11名‬

‭1．‬‭報告事項‬

‭（1）　学内状況　　　（谷）‬

‭・ 秋入学留学生263名‬

‭　　(内訳　　正規生：20名、ISEP生214名、日研生22名、国費研究留学生7名)‬

‭（2）　事業報告‬

‭　　1）文楽鑑賞教室　　　（谷）‬

‭・ 9月20日実施‬

‭・ 過去２回は12月開催であったのが、今年は９月となりこの日程となった。留学生数が最低‬

‭となる時期で、参加者集めに苦労した。‬

‭・ 参加者：留学生16名、日本人学生6名、幹事協力者12名、その他参加者8名‬

‭　　　　・ 留学生の参加が少なくなることを見越して、チケット予約時に人数設定を工夫するべきで‬

‭あった。‬

‭・ 観劇後に、徒歩5分のインド料理レストランで希望者のみ、自費での食事会を行い、学生は‬

‭18名が参加した。‬

‭・ 今後同様の企画の場合、食事代の一部を補助してはどうか、という意見があった。‬

‭・ 食事会の際に留学生との交流がもっと円滑に行える工夫が必要であった。‬

‭・ 行事の際の一般参加者、学外の学生参加者の費用負担について検討し、以下を決定した。‬

‭　　→ 一般参加者(幹事・協力者の家族を含む)は実費負担とする‬

‭　　　  ただし学生、子供の場合は本学学生と同額とする‬

‭　　　 障害のある参加者の付添者はその参加者と同額とする‬

‭2）秋季バザー　　　（井上、小平）　‬ ‭　‬

‭・ 9月30日、10月1日実施‬

‭・ 2日間のバザー終了後も、商品を会場に展示して２日間の半額、１日間の無料セールを‬

‭行った。‬

‭　　　　・ 卒業して帰国する留学生から、不要になった生活用品を寄付してもらい、新入学留学生に‬

‭安価に譲るという流れで、廃棄物を減らし、必要数を確保できる良い取り組みであった。‬

‭・ 受取る量や内容について、制限や条件を付けなかったので、予想以上に品物が集まり、仕‬

‭分けに多くの人手と時間を費やし、担当者の負担が大きかった。‬



‭・ 特に衣類の仕分け、展示に苦労した。‬

‭・ バザー終了後の片付けも作業が多く、参加者も不足したため、予定通りに進まなかった。‬

‭・ バザー開催時は残暑が厳しく、冬物のコート類がほとんど売れなかった為、セール終了後も‬

‭連絡室前に展示して希望者に販売することとした。‬

‭3）新規留学生への広報　　　（谷）　　‬ ‭　‬

‭　  ・ 新規留学生オリエンテーションの際に計3回、谷会長がオンラインで会の紹介を行った。‬

‭・ 新入生に送付したアンケートに対して、ISEP生54名、それ以外の8名から回答があった。‬

‭4）連絡室関係  （甘利、小平）　‬ ‭　‬

‭・ 文化体験教室は、書道・華道・茶道が行われており、大変盛況である。‬

‭・ 日本語広場は、現在1名がオンラインで受講している。現在休止中の1名が2か月後に再開す‬

‭　 る予定。‬

‭　　　 ・ 日本語広場については、要望があれば指導者の手配は可能。‬

‭5）組織　　　（阿部）　‬‭　‬

‭・ 新規入会1名有り‬

‭・ 入会促進　外語会報10月号に、留学生支援の会への入会呼びかけを掲載‬

‭6）学会発表者旅費助成　　　（甘利）　‬ ‭　‬

‭・ 学会は主に4月5月10月11月に開催されるため、助成の申請もそれに合わせて集中する。‬

‭・ 現在は、本年度2巡目の申請者が結果待ちをしている状態。‬

‭・ 申請書の配布は連絡室で行われるため、連絡室担当者と情報を共有する必要がある。‬

‭7）留学生学生寮での歓迎、交流会などの進捗状況　　　（甘利）　‬ ‭　‬

‭・ 学生が独自で交流パーティーやカラオケパーティーを計画するようになっている。‬

‭・ 学生主体で行き届かない部分があれば、随時フォローしていく、というスタンスで見守る。‬

‭2．‬‭審議事項‬

‭（1）　今後の事業の企画、準備‬

‭　　 1）古都鎌倉散策　　　（野口）　　‬

‭・ 11月9日㈯に42名(留学生30、日本学生7、引率者5)で実施する。‬

‭・ 募集開始と共に新規留学生からの申込が殺到し、２日後に定員の３倍近くに達したので募集‬

‭を停止し、抽選で30名の参加可能者と10名のキャンセル待機者を決定した。‬

‭・ 一方、引率幹事については、秋バザー終了と大学祭バザー準備の中間時期にあたり、各自個‬

‭人的なイベントも多い為、参加可能者が少なかった。‬

‭・ 11月25日現在、留学生30名中、1名キャンセル、2名応答なし、27名から参加の回答を得て‬

‭いる。‬

‭・ 引率担当：谷、野口、山根、佐久間、神戸（多摩駅送り出し：梅本、百瀬）‬

‭　　2）外語祭での留学生支援活動のためのバザー　　　（井上）‬

‭・ 会場は講義棟226教室‬

‭・ 準備日：11月19日㈫、20日㈬、21日㈭‬



‭・ 開催日：11月22日㈮、23日㈯、24日㈰‬

‭・ 撤収日：11月25日㈪‬

‭　　 3）日本文化体験教室・国際交流の夕べ　　　（谷）　　　‬

‭・ 昨年参加者が少なかった囲碁、将棋について、今年も開催する必要があるのか、谷会長が留‬

‭学生課に確認する。‬

‭　　 4）会報77号　　　（山根）‬

‭　　　  ・ 11月15日原稿締め切りとする。‬

‭・「会員から」は、最近活動をはじめた会員に、会の様子や自身の感想を紹介してもらい、新‬

‭規会員の加入 の促進につなげたい。‬

‭次回の幹事会は、　11月17日（日）予定‬

‭　佐久間　記‬


